
大島分場



沿岸漁業総合開発調査

 は一しカ;一き≡。・

 大島郡内で主幹漁業とされているヵ一ツオ漁業は.本年より大型,近代装備化されたが,現況把握

 の意味で.漁況.餌料等の関係につき調査し走。叉カツオの休漁期対策として40隼導入した小型

 市着網の実態と併せて郡内のムロ分布等につき記した。・.

 本年は漁業試験として.昨隼同一様底待網漁業試験の追試、叉漁具改良試験として,カィオ餌料で

 あるキーピナー採捕の一省力化として・蝿棒受網の改良試験を実施したので下記の通り報告する。間

 漁具改良試験に協力下さった宝勢丸鰹漁業生産組合,同じく平俗丸組合,一本釣漁業者(平島組)

 三者に謝意を表する。.

 (1Jカツオ餌料調査

 (2〕カツオ漁業調査

(3)海況

 (4)ムロ分布調査

(5)漁業試験

(6)漁具改良試験一1'

 (11カツオ餌料調査

 本郡島で用いられ宕餌榊ム殆んとキとナゴそある狐→時キビナゴ来涛が薄耕一小型の為ム

 口を僅か使用したに過ぎない。43毎度漁業別σ〕来游状況の概略は下記の通りであ苓机末年は

 特に・3,4月中甲漁期に午なく・哨休漁した事もあるが・4月末・5月初めともなると・
 大型機群とぱらて現われ,量的にも昨年を上まわった。,

 1イ〕名瀬.竜郷湾

 キビナゴは・.昨・哨皐より豊富で〆万・不足はみられなか九採捕漁場は・一…三タ束から
 4月初めは,竜郷湾の群は薄い為.大島海峡にて採捕したが.4月中旬、5月初句に濃群が確

 認された頃より当湾1こて採捕し走“例年よ一勺量的には多か戸た飯前手並に南大島ヰり.」ケ月
 ≒程度遅れて濃群がみられた告・l

 I漁場は。第1図の通1り湾内西側に多く,竜郷。西陣.字天,崎原等が好漁場孝された。名瀬
 市大熊の漁場は,来瀞こそみられたが.薄群の為2..{3回程度しか操業しなかつた。

 ・1司・・大星海峡1・I{1い.一1ぺ一一

 …^㌣一き年θ峡游状況は'前年と大差な1か?た。.章{月用句頃迄は.薄群であるが・多数の群が確

 ・一認;された・傘し末にぱると一群数嶋少くなり・守時湾外へ移動・、・一あ・印二は深肝、移動レた模様で
 ・一一あ告たよ1=14月末.次湯上昇期には入り・濃群とな.g逼る所に大小海g=で来漉㌧石華牟p漁場は、

 ・ハlI・二立一陣質サγゴ礁混。り.⑳砕恋逃深・2似ψ尊後であ.り、糾尋筆弔宍漁揖媒號隼と殆んど円レτ芝
 脇知之漱俵小皿帆いる一策・図,一...≡ポ、・ポ
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 （ハ）焼内湾

 当湾の来漉は,例年他漁場と比較し七壷ぞ.一そあ為に初漁窺あ4月に出漁出来肌・状態で
 あ。,その為に大島海峡で操業する事もあづたが.時期こそ遅れたが。量的には不足しなか

 った様てあろ。漁場は列年通り.技手久島周辺、盛漁期に湾奥となづている。

 '(2〕カシオ漁業調査

 ミ太島看色相敵船。」棲桑区域1まLat2プNへ2チN.Lもn912一ぎE～13♂砲だ囲まれ走拓域で
 あO`第3図〕42年迄は20ト;・級が主体であったが.本年より4船井.一30へ乞一寺.ト.ン型
 で全操業日数は昨年同様ぺ60,180日七一操業当り平均そ.5トシ託後.大漁時一5,6,ト.シの
 自店育換業である。従って操業漁場も5時間読後、30へ50塁抽が中心セある。未隼よ'りき

 噌榊解キビナゴ漁場 /

 ""、綿〆
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哀
苫
ク
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 !㌣検幽  ・物'm

 .第1図　竜郷湾漁場図　第2図大島海峡キビナゴ漁場図

 1峠舛、砕坤呼.一岬呼靴寺111.㍗.1磁伸ホ平か当
 人嘉虹内も若年層σ]従事者不足で」部操業B数にやむ吐く制限を受けて一る組合も見られた。

 甲水幣.大撃合讐.前年夫㍗秤.は・.㍗三十鵬㌧.い月呼したの
 叫千㍗初率触、誓漁み1・秤雫!多か一羊が・一酸漁碧と一されか季琴場より秋
 にる・田急激1と癌少.型も小判となっ一た。一文春先0リ大漁時1とシビが大都分を占めたことも目立つ

 ,、.、て炉.蝉㍗る1・。ミ1.1甲じ様岬1…あ一㌣二(雫・～1岬外4表〕
 ..咋畔場蹄叫、呼同様で舳.坤蝉(師、牟・.戸!は春先に
 、1日式中夢に碑努し午狐.畔は苧午干坤曾槻僕珂操鞄市大坪船咽
 ア÷..c1戸。)ぽ甲呼甲呼呼、。干の岬畔曾甲幣呼苧呈乎九
一一(釦'2図)
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(3)海況

 カツオ漁期とされている3月より10月迄の表面水温の前年,'平年差の変化を名瀬について

 みると第13図の通りである。それによると.前年差で』8月中句迄1℃前後高目で一あるが.

 後半は.前年並か,や㌧低目となっている。一方平準差は,前年差とは逆iと8月中句迄1へ2
 ℃低目、その後平年並か.や㌧低目となっている。これからして.漁期を全体的にみると,前

 年よりや、高目・平年より低目であった。水潟の上昇過程脅みると5月迄は.や＼ゆるい上昇
 であったが.6月には入り.水温は急上昇し.9月には急激に下降している。一方本島沿岸の

 4月下旬から5月にかけての等温線は.密となり.本流も5月下句ξ南下.一接近し好況を呈し

 た様だが,9月上旬になると水温下降と同様,益々離岸し.漁獲.最も低下した。

要一約

 ①カツオ餌料は,矩々好漁し。不足は見らればか,た。

 ②キビナゴの来游は.例年通りであるが.南大島の方が。群数.、濃さ共に地よ舟勝る。

 ③カッォ。凋游状況は.41年並で.即ち5～6月に好漁、後半下落し紅一

 大型魚割合は,前年を少し上回n、初漁期にツピが多く見られた。

 ④43年慶1より郡内の鰹船は.39トン型・とばった一為..漁獲量は.前年を10・Oトン程上回

 った。

 ⑤漁場形成は・旧式曾根に初漁期は・集中し;・その他は・大島新・横当高等が上げ.られ～
 ⑥海況は.水温についてみ乞と.前年より高目.平年よりや㌧低目で一あり,一方黒潮本流

 は5月より南下した為,好一漁を呈し在。.

 二一4-2I3一



 曾根の名称

沖曾根

伸琴!
馬李睾.!
大島新"

横省西"

κ

6
ア
8
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 曾根の名称〃

横当沖曾根11

サンド"12

ヤク"13

 、旧㌣..14
 寅松ソ15

 曾根0」名称

十曾根

 喜界・

馬島"

与名聞"

徳之島"

 砺曾根の名称

16'北省桓

17一犬田布"
18沖永良部"

 19南.高島・

20宝徳'"

第3図 大島近海操業漁場図



第4図月別 年度別漁獲高



第8図 月別大型魚割合



第條一  漁獲高実績〔A)
 単位k身

          衰業無一種餌料漁獲萬.餌料購入高
          月日数カツオソウタ;スマシビ計キビナゴ雑魚タレム1コ
          429小39,000

          大4200671649,9162,940600

          528小37,200
          .大240口11,53451,13412,800900

          629小11,O00
          大一32,50019,68063,18018,6001,000

          727・'9,300
          大12909,787203771.6400

          小12,500
          821犬1100430022018,12014500
          922小19,30-0

          大340.O5107290030、アOア21500

          1021小.11,200
          大2,9002,18316,28312,0001,200

          1τア小8,460          大O8,460.二一2739d0

          計184小147,960          大47,79011,59050.837258,1アラI一う9,5133,6001,000

第2表  漁獲高実績(B)
 単粒㎏

          一操業魚I種餌料漁獲萬:餌料購入高
          、月}日数力...ツオ.ソウタ;スマツビ計†ビナゴ雄一魚タ=レムロ

          小I22,4'10.33月700
          424大4209227ア5,60034496,37200

          小40,135.5
          526大5,7682,5968,40056,899,59,1004.OOO

          小26,322.3

          627犬40640ミ14684る6072,7・90.310郡一.0・■…
          小15,350.6.、t-1.■一

          725犬2,7714,ア74・4,580・2747=5.61.o峻d1.
          小17,733.3rい.

          825大16も4助743,9602ア03・1.3一1-0,00p
          小16,314

          925大8ア35.1阜qO.:413730,986.10.O.00
          1017小12・39α1

          大.4344・=2,9704,28023984.151-0・O
          小10,688.6

          117大16543300120016842.6フ800

          計行6小1161,344.7
          大69,ア85,22,85?36,51ア290,505.ア6子・700'4;O00

餌料購入司
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第3表  漁獲高実績(G)
単位佃

          魚...種餌料漁獲高=餌料購入高

          “・.操業日.数カツオソウダ、スマシビ計キビナゴ雑魚1タレムロ
          37小1・一一」=大994.今994.9
          415小∴24,1.95.4一犬I-385ピ238.33,213.828,07Z5

          I小“58,4フ;鮎・大36094不          526415主ア6,036.6152・274・3

          6251小20,294.ア大3425一4,28ア。22,042.9'60.0498
          ア22小9,531.ア大的、5913285.991.626,868.21i一日
          816小12,193.4大44522,091.3605ZO24,ア93.7
          96小2,836.6大釘165,852.6
          10.小大Il
          計117小,11・07,526.4=大18846.424,056.418436.81168,910.8

第4表  漁獲高実績(D〕
単位時

          魚種餌料漁構高蒜
         .月一操業日数カツオソウタ;スマ　シビ計・†ビ和二二雑1魚タ.レムロ
          4小大
          58・小3,157大2103903376040
          624小Zg98大11,8口0・㌔,33・0Bア922,OO・7・4=7か
          ア15小10,330大35.28^一2・6.:42014;30-4・一30D
          820小19;775大1・2001.101604.15-626,191一5{2・O
          920小14,920本3那0・1722179421966・=5.ブ0
          109小1,382大2』]一16!          100-2.2874687200ミミ
          小大.い1          11

          .サ96小57,562大22,284.5,5307,539一・.92・9152・1.Op.≡
一428一



第12図 大島郡根拠船操業漁場



第13図  水温の前年 平年差

第14図  海流図`昭和』3年5月221ヨ～26百三.I



参考資料

1.奄美水産概況

2.西日本海洋旬報(長崎海洋気象台)

3.海洋概観速報`第十管区海上保安部)

 4.漁海況予報)(西海区水産研究所〕

 (4)ムロ分布調査

 昭和40隼度に漁具改良試験の一環として,小型巾着網を導入し.一応の成果を上げている

 が.巾着網の詳細に至っては.既に報告してある0〕で省囲各し、今回は.漁獲量.体長組成等に..一1

 つき調査し尭ので報告する。

 郡内には.ムロは周年棲息しており.特に一応釣で餌料として演獲され.待網。四張網.巾

 着網等の対象となるのは9月、2月の間であり.追込網は2月～7月迄となっており.その地

 理的分布も限られ走海域である。郡内に一息するム回を大別すると,ムロDecaPte『us

 lajangBL田圃KR.クサ'ヤムロDecap1erusmacrosomaBもE眺R...のこ種であ

 一ち。網漁業の対象となるのは.殆んどクサヤムロてあげ.9月、12月0」間に好漁している。芦

 第1表は.水揚量であるが.全都星の水揚量の実態は.把握し難い為.瀬戸内町,名瀬市に限

 定した。それによると,総水揚量314.5トン.瀬戸内町25φ.トンであ.り.約80%を占め
 ている。とりわけ小一型巾着網の水揚量が137トンで.瀬戸内の約50%.総水揚の約40%

 を占めており.重要な網漁業と云える。第1図は.全都息の分布であるが、こ三では,図0」み
 にとどめた。第2・3図は・体長;体重組成(クサヤムロ〕1千ついてであろ叔加計呂麻島・.
 諸島南岸で漁獲されるものは,肌範囲225,270掘珂.BW範囲.12ト2309rであり・一

 方,諸鈍湾等で,漁獲されるものは.21ト240〃掘.13ト1909rと小型詳が表われている。

 第1表ムロ漁獲量.(単位㎏j

              八田網・・型巾着網追古仁屋名瀬.水揚量
              操漁,操漁一              自待水鰹鰹そ              業操業操入網合
              El獲業臼獲業そ揚船船の
              当当の計

              数高り数高り網他量ω(Bi他
              .一143ア20930465.8。4185.810101010一

              つ'3--?3265375375.54015,582198219              1416.51473一1563.810841084
              μ2771931.3.3フ02.3991.7991.7
              一53ω8.83ω8.845.845.8
              162711.32711.31059.81059.8
              .一ア3ア4.530.15.83390.3t866.51866,5

              89-,773.1775.1i1弘.71134.7              21929964.5314994499832017243.O1697.9・1697=9

              01-一681161352I713666015123362.2フ5079.29108.43フ2↑1DO10580.4.              9168271869.683298741蟹34↑8ア.98珊01.98695.33961.515066.327ア23.1
              1210133301弱.371904327202刮41.755814.773039.8珊39.8
              寸引43922141ア引1醐90431049377D340.725ω89.7f7前3.ア4脇53幽佗、5一58452.7
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凡例

 ムロ分布（聴取り）

 ムロ分布図
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第3図 BW  FLとの関係  X:平均値



考察

 ①・・`」・型巾着網導入によn・年々水揚量は増加し・その成果も上昇過程にあり・鰹休漁期対策
 としても。充分操業可能と見受けられる。

 ②ム回分布伽全郡島に周年棲息しているが.魚群量,潮流.避難施撃等が一隆路となり,

 網漁業に制約をうけている。・一

 ③楓傭網の漁瓢加湘麻諸島軸三宝リL・5・腕前苧と牛型であり・漁期を
 通じての・FL・BWの有畜義な傾向は・みられない様であ私.

(5)改良底待網漁業試験

 前年に引続き、大島海峡を対象に共同試験操業したが,好結果は得られなかった(漁場第1

 図〕。旧来の待網は浮魚を対象としているが.改良待網は底魚を目的とするため.網構造上海
 底,底質の良い場所を選定しなければならないが,大島海域のサシゴ礁の多い場所にても,充

 分に使用出来得る漁具であることは解明出来た。然し漁具の大私経費0」出費零による経済効

 果を考慮すれば.沿岸掴游魚の少くなうた現硅.漁場(魚道,魚種〕選定に充分なる検討をし

 なければならない漁具であろ。

 ◎大網魚種名

 1.・大浜漁場i昭和43年8月一9月数入

 力ンパチ,カマス.=1目ダイ。^グ類.ゴクラクメジナ.カメ類

 アフリイカ.その他底雑魚

2.乙崎漁場 昭和44年3月敷入

 ブプリイカ.=iウイカ.ヒラ了ジ.カマス,エイ,カメ類,

 その他雑魚
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凡例

改良待網漁場

 流れ藻位置

第1図  改良待網漁場及び流れ藻分布図



 (6ジ演具改良試験'I

 H'奄美大島をおける,カツオー本釣漁業にとって.餌料セあるキビナゴの出現と;一そω漁獲多

 'かは,就業を左右す去問題点である。近年は過疎裏象による老年層ゐ漁業従参者がなく.沿岸
 漁業の不振を病いているが.特にカッォー本釣漁業については.さらに輸をかけたよう一に乗組
 '・員不足で儀か4隻め就業船を見るのみである。

 この点から奄美大島のカヅォー本釣漁業独特の.・餌料挟痛`大田網操業〕・一沖合出漁一
 水揚,加工一解料採捕左云う.一日帰づ操業経営方法につい・では,・長所.短所もあら二兆の方
 式で成果を上げている漁船も6るにはあるが.労働面から考慮すれば問題点も出一て二くぷと思わ

 れる。このような現況からこの内餌料(キビナゴ)八田網操業の改良により.人員削減漁獲増

 大が特に要求されて来た。呑場において・も之等の打開策として,昭和38年より.棒受網,小

 型巾着網害でキビナゴ漁獲試験がなされ.一応成果を見ているが,之が普及に至っていないの

 で.あら差一めて極受網操業の再検討を試みた。

 ①調査漁場大島海峡.名瀬市大熊

 ②共同試験船大島郡瀬戸内町古仁屋平疏丸及ぴ平島組

 ・'名瀬市大熊宝勢丸

 ③使浦漁船.平島組5名一板付舟6隻〔約1宿)一

 人舟一1隻r発電機2KW.光力1,000W,500W〕

 宝勢丸八田網漁業と一併用

 ④漁具小型棒受網1統(昭和38生当誌462頁参照)

 ⑤・・漁・法・八日ヨ網操業式錨止

 漁法の改良点概要

 奄美人皇のキビナゴ八田網漁業は..昼張。.及び焚入漁法であるが,現任は専ら焚入漁法

 である。装備は.網舟2隻.平身2隻、火舟1～3隻(漁網への誘導火舟(板付)各1隻)一'

 にて乗組員15-20名にて操業している。このような八田網ω省力化を計るには特種なキ

 ビナゴを考慮すれば、小型棒受網0リ利慮を取入れた漁法が考えられ。。既に該率具の試験操業
 については昭和38.39年度当誌に報告されている方法がr般的漁法とIじて稚用さ柵てい・・

 るが.本試験では.小型樺受網使用による.八田網漁法を準用して.次の点を考慮に入れ試.

 験を実施した。

 イ.人員削減

口,漁船削減

 ハ.漁具の小型化

 二.漁獲魚(キビナゴ)のへい死防止

 ホ.漁場拡大(移動性)

 へ.そあ他

 現任八田網漁場(水深5腕、10腕〕に於て。小型棒受網の一隻操業(5一ア智〕を板付一
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 舟`網舟)2隻にて.しかも少入数で操業可能か香を試したが容易に操業出来た。本漁具は

 艇榊総則1甲)使用にて・・潮流の轡を受け二、.キビ†プの網へ咋導套の網口
 締込みに箱・麦量感を見た机網口郷糊ま・仰の誘琴叩否畔㍗網当1寺・一逸脱
 Iを防ぐ銚充分可能であ1・身網が定置網のよ5に痴馳蝉)さ㍗n中め除去に網場
 がなされ舳で・八田網より少数人員で坪業蛛早キビナ磁午・縄㍗呼
 肩壱でき八田輝操業になんらおとら体い事評解Oた。.
 なお・一キビナゴ集魚・誘導方法難・不円網妨師以下し午

 一;'一太隼壱以上あ結果のみ報告し.・次年牽引続き試騨しく、わしく報告したい。''

 担当窯I木・・

武一田

塩田.

追記

 大皇海峡内・薩川湾一帯に例姪㍗バチの稚魚の鰍黙帖1章が採縮養をやりたい
 との漁業者の要望が州・そ確欄査のため4月16日.・6㍗9目まで数回探礁丸にて・

 ギ」い一ソモ網使戚きよ一り調査し淋.〃づチ稚魚雌1見られ戒・手チヤ序の分布幽1一図に宗
 す海域で数十尾より数千尾の群を発見した6主に5月中・下句に神々大きな群を観察でき・
 時期的には!犬島海域に缶モヂャ仔の・游があ一ることがわか?率9
 μ網採捕し走子ヂ冊1・尾余を古仁屋港内で騨1,恨岬牢網で餌料にペレッ1のみ

 をあた云て試験的に蓄養したが8月138まで飼育出来た。

 =・1ド11.・“≡、=!
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白蝶貝分布生息調査

 (1)趣・.旨

 大島海峡(北緯。ま1。二東経1。ヂ1.12,が白蝶貝の分嘉あ拙であろうと稚拙1」さ舳・北
1〕

 大島海峡における白蝶貝が最初に報告されたのは.西川11904年〕;こなる毛あセあるが,そ
 の後.1953年～1958年にかけて.マヘ真珠母貝の採取,スクラッフ揚げ作業弩の際に6個

 の白蝶貝が採取された。その貝ρ大部分は大島海峡の東部(諸教。押角.手安の沖等〕の50
 N舳深か嚇さ枇も{ムっ差。それらの貝の二蔀は宛一三重繭息:国立真
 珠研究所・鹿児星大学水産学部生物教室,鹿児島県水産試験場不島身場・鹿児島県大息郡:瀬
 戸内漁業騒同組合に保存さ榊・姑これらの離された貝1三すべ七大形そ.よい生長を示し
 ていたが・生息数は極めて少いと考えられ,大島海峡で発生したものでなく」海流轡の極めて

 特異嫉件の時に偶吻生が漂着しえものそあろうこと亨推測されそいるヂ三・冬期水漏が2・
 撒帆の準峡で長期間健馳映態で粋でいる岬1・産業中`1重要㍗貝の
 養殖に苧予1国内唯→適地となる聯性があると云わ舳'私・1
 而して一この早の分布。生息状況讐を調査じ;将来における白蝶貝母貝0」人工操苗.養殖の

 適否の琴究と共に.現在.人工採苗申のマベの串急状況、竿恵海裁調査を併せて実施すること
 にした。今回は海底状況を把握するために底實の分析,生物あ査定を行肌、≡今後の基礎資科

 とするこ一とにした。一・.

 間。現地指導助言を賜った鹿児島大学水産学部:和田清準教翠,調査に協月下さ.った田崎真
 珠KK:村松守光氏に深く感謝の意を表します。

 (21調査方法.結果I

方法

 調査往月、:・昭和44年2月上旬、3月下旬

 使用船:平俗丸(498トン〕箪丸(1・一千7).
 調査海域:大島海峡■円のうち、聴取調査により過去に白蝶貝か採或されたと思われる海域を

 重点的に実施牝.・==ギ.1'.∵一
 方法:底質,生物調査は潜水(ナルギール式〕及ぴト'レッジ方式によつた。一

 〇底質:〔丸川式砂泥淘汰器)により.5㎝以上の石サニ・ゴ撮、同等大のその他一

 の物を取り除き・・樺径分雅美牢し苧:・、・、、、.
 ○生物調査:潜水・ドレッジによる採集物φ界占り・麺畠線牢し実坤し走ら
 ◎海底状況:魚群探知機(F70,1B誓・!l..
 。曳網時間・距離:ドレ1ジの場鉢=卿曳細…ラ1絶甲叶蝉物の搬

 よ㌃、1.㍗,1舳O℃㌘㌣鴛∵賀手1各海域まちま



 ちとなO,最長一660腕.最短300mであった。

 ○船位の測定:1陸上の顕著な目標物牽よる目由11。=一{
 ○潜水1ナルギール):ドレッジによる資帯分析の結果.海域を選定し.1回の潜水
 時間を1,2時間としたが,殆んど0〕海域で1時間であった。

け

錆一;果

 .,昭和44年2。月上旬へ3月下旬にかけ.て.約45日間,一ドレ〃玖.潜水`ナルギール・〕調
 脊法により実施したが,今回の調査では目的とする白蝶貝は採取できなかつた。

 しかし。マベは手写9西側の沖合手安沖φ海底テーブル附近.油井I小島周辺における潜
 水調査の結果。合計11個の貝が採卑されたが・う・ち14個は死貝であったd.・・

        殻長殻高殻巾採取海域、水深,生.死
        伽伽一一・o椛腕

        126.122.56.5手安西側沖合i20生貝

     
   
.

        22ズ322.36,3〃!20生貝

        310.49.一32.6一"=20i生貝
        かI        412,O10.9Z8520一生貝・一'

        51λ716.8一58一手交沖.海底ケーブル附近20死殻

        630.126.597"ムO1死.殼・

        722.625.96.6〃..2ρ生一員・
        826.625.38.7"20生貝.

        921.721.26.6〃20生貝.
        一1026.7一23.6Z7油井小島周辺20死錘'
        1123.520.05.8"20"'一一

 第1表.採取貝測定結果（マベ)

 生物調査は潜水.ドレッジによる採取物の中より.適量取り実施した。貝類が主であった

 が.殆んど死殻で種名の確認ができなかったものが.多数あった。

 底質状況は押角海域以外は硬く.全域にわたって石サ・ンコ類の細砂であった。等深線は油

 井小島。俵一喝周囲で魯深で..他の調査水域は比較的遠浅で二あ。た。

参考文献

 .1〕。和田溝治…揮児島大学・水産学部紀要yOL9・・ア9,83
波部忠重':原色日本貝類図鑑
":続原色日本貝類図鑑

 波部忠重.=小管貞男:・原色世界貝類図鑑。

 平瀬信太郎.滝庸:日本貝類図緯一、、.
内海富士夫:原色日本海岸動物図鑑
 ・資源総合開発研究所:貝類写真集I・

担当山中邦津臨満捷夫
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第1図  大島海峡r28.10川  1〃161E〕

 x:過去に日蝶貝が採取された海域
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 第2図マベ分布図

r!ク
 x:マベ分布海域



第3図白蝶貝調査海域



底質粒分析結果

            手交沖(西側沿岸)手交沖f海底ケーブル附近〕

            採取方法潜水ド1ノヅジ採取方法潜水ドレツジ

            曳網一方向曳.網方向

            水深'η202535,40水深m102030

            2,5腕く8.O3.83.12.5腕<31.642,720.3

            Z5二〇。7冊皿18.88.124.22.5.～O.ア棚3ア.032.836.5

            αア、0.4.5Ψ挽16.9.6.91“0.アベ0.4助刑.165.12,9144

            α45川畑唖54.ク69-553.40.45～O.15咄冊20.710。ア16.1

            O,15,O.05腕唖18.2・'10.924O.15～0.05刑珊0.20.612∠

            O.05醐〉2,30.7・O,20.05〃硯>0.060.20.1

            清水沖俵小島附近

            採取方法潜水ドレツギ採取方法潜水ドレツジ
            曳網方向曳網方向A

            水深㎜10.2030水深m3065

            2.5腕・ぐ一一一.21.221.121.8一2.5㎜〈3書.358.1

            2.5,O-7届加3手218-524.92.5,0.7・湘39.1一38.5
            O.ア～O.4助睨11.910.111-90.ア、0.45腕祠.15.11.8

            045寸1卵32.54Z637.20.45,0.1脚.15-31.4
            0.15、口、05冊醐1.12.4370.15～α05湖9.20.2

            O.0勤π〉O.9α30.5..O.05腕>一0』コ2α06

            古仁屋沖久慈湾一

            採取方法潜水ドレツジ採取方法.潜水

            曳網方向AB曳網方法AB

            水深㎜榊030水深一腕55苅5N

            2.5胴く39-693.2.5痂く'0.198,0

            2.5～O,7園記仏56.52.5～0.7胴耐O.11-6

            O.7,O.45㎜6.7O.1皿7,0.45而皿0,1O.1

            O.45,O.15間■6.9O.2045へ0.15腕66.1O-2

            O-15-0.05聰刮0.20.O.15,O.05π祠32.60j〕4

            O.05伽>0.8O.02O.05堀祀〉1.1o
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          押角沖・渡1連一汗
          採取方法潜'水一ト'レッジ採取方法・潜水ドレツジ

          曳網方向AB曳網方法

          水.深m5045水・、深m2025

          2.5腕〃〈0.0385.62.5棚く11.324.2

          2.5～O.7.㎜胴1,513.22.5一、O.7冊嗣40.128.5

          O.ア、O.45冊躰O,7O.40.7,O.45嗣加17.513.2

          0.45,0115伽7ア。80.60.45～0.15〃腕29.530.8

          0.15,0.05枷19.4O.10.15,0.05冊面1.43.o

          O.05〃而>0.030.040.05〃刑〉.0.05口.2

          俵小島一知之浦油.丼小島附近

          採取方法=潜一水一ドレヅジ採取方法潜水ト'レッジ

          曳網!方・向曳網方向A

          水深.m10水.深m102040舳
          2.5腕<24.72.5腕m<26.649.345.858.9

          2.5,0.ア冊加36.825～0.71枷24.O3Z241.240.1

          0.7,O.45腕15.OO.ア、0.45棚16.6一30178.80.4

          O.45へ0.15冊腕22.50.45,O.15〃〃32.435.24.00.4

          0.15,0.05腕0.8辻15・～α05腕0.30.40.7O.1
          O.05棚〉口.02dO帥.>O・9gO.06O.02O
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 調査海域:手安沖(西側沿岸〕調査期間:44年1月へ3月

              '取方法潜水トツヅジ備考

              、≡,一1・I水深腕種..頚一.生死102030              生死生死.生死生死生死1

              §軟1'体一..動.物.
              テ秒ガイ1・。              腹足綱ズカシ1ガイ熱1

              ユー一・・一・シ占吹ソキレガイ1一多ロタイラギ=

  
            
;

              I.;シロスソカケガイ;1.=殻長X殻高姦巾

              タマガエゲ科,イ1マキ…亨～科トウガ列ガ'イ科.ト、ミガイの一種231.5卿20.プ9.1              ざ1I!、竹ツノマタ1
              ハりチョウジガイ              .一べ'二妄一と:㌣ヤラ

              掘足綱タ・マゴガ1巧科タマコガイの一種1殻長・翠高1{j.4α5例20.4
              ツノガーイ科ツノガイの一種1i

              =・1・I・

              斧足綱,フネ.ガイ科エガイの一種13111.霜:.多い
              一夕マキー力。イ科ヤスリメタマキガイ1ξ。二普通
              ウグイスガイ科マベ4s:少ない

              ハボウキ・カーイ科クロタイラギ1r:稀

              =イ1タ・ヤガイ科ヒオウギの一種1
              享ミキ4科メンガ・ぎの一種1
              ミノガイ科オオユキミイガイ2…              ト

              ミノガイ2一2=:'一..リ.11・一・一『へ・!I

              オオユキバネガイ1■
              トマヤガイー科ハナラミガイ1

              キクザールカイ科1,              キクザルア

              マタ'ラチゴトリガイ11

              トリガィの一種1

              ザルガイ科ヒシガイの一種1

              シヤコガイ科ヒレジヤコ1

              マルスダレガイ科タカサゴスダレ111

              カノ=1アサリ612.3

              サラサガイ1

              シ=iロタチセガイ科ツマベニガイ1

              クチ、ベニガイ18

              スイフガイ科コメツブガイの一種1

              海シタ`類『

              石サンコ類.タマかゴの一種r

              マ〃、ナサ;/コの一種C

 殻長X殻高殻巾
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調査海域:諸数沖  調査期間:44一隼1月一し■3一二月'一

              採取方法潜一卒トツリジ備考.
              水深m

              生種類一死41、一45               生死生死生死生死生死

              §軟水動物

              腹足綱タマガイ科トミガイの一種3

              マクラガイ科マクラガイ0一←・種勧1

              斧足綱フネガイ…科エガイの一種㈱9
              イタヤガイ科ヒオウギの一種1

              ミノパイ梱オオユキバネガイ1
              ザイレガイ科トリガイ0J一種
              マルメダレガイ科刀ノコアサリ2ア

              ヵガミガィの一種1

              バカガイ斜ワカミルガイの一種4
              アシガイ科アシガイの一種勧3
              ニツコウガイ科ヒラザクラ1

              マテガイ科マテガイの一種2

 調査海域:俵小島へ知之浦の中間  調査期間:44年1月～月

              採取方法1潜水ド1ノヅジ・備考
              ・一水I深m20

              生'種類死生死生死生死生死生死
              §軟体動物

              腹足綱カリバガサガイ科アーワプネ1

              キリガイダマシ科キリガイダマシ昧種1

              斧足綱フネガイ科エガイの一種2
              ワシノハの一種2

              イタ1ヤ1ガ伸≡ヒメヒオウキ物一種'1
              ミノ1ガミイ'斜・ミ'ノガ1イ3
              ツキ'ガイ科ウ.ミアサ2

              ザルガ≡イ.科キク≡ずIル≡3
              キクザルガイ科=クサビとツガイ.1

              カワラガイ1

              マルスタ'レガイ科タカサゴスタ'レ1

              カノ=1ア・サーリ7.・・芋ゴー・

              シコロクチ㌻ガイ科ヅマペニガイ3一'一一'`一一'
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調査海域:油井小島  調査期間:44年1月、3月一
              採取方法潜水一ドレヅジ備考・
              水深m102030ム

              種'..類=・;牢死5～               生死生死生.死生死生死
              I一■一一'

              §漱体動一物

              腹足綱ニシキウズ科ヘソアキアシ.ヤェヒフ1η茅≡私メ

              1ミスガイ科一オオペェツボリ1。..殻長殻高殿中
              スイショウガイ科マガキガイ18.4例x67㎜x2.3伽

              一

              タマガイ科トミガイの一種1

              斧足綱フネガイ科ワシノハの一種15
              エガイの一種112

              イガイ科ヒバリガイ2

              クジヤクガイ1

              シュモクガイ科ク目シユミセン2

              シ坤クアオリ科シユモクアオリ1

              ウグイスガイ科マベ(老貝)2

              フクラスズメ1

              イタヤガイ科ヒメヒオウギ4

              タカサゴスダ1ノ1

              ウミギク科メ1ノガイの一種11
              ミノガイ科ミノガイ1一1

              ハネガイ1

              イタボガキ科ノコギリガキ10

              カキの一種1

              ツキガイ科ウミアサ21

              キクザルガイ科キクザル1

              ザル芳イ科クサビヒシガイ1

              ヒシガイの一“種2

              ザルカイの÷=種1
              トリガイの」種,

              マルスグレガイ科カノコアサ'リ一21、・・;
              スタ・レガイ0〕∵一種“'              1■

              ≡

              1オ・チバガイ1
              !アwガイ斜1アシカイの一種.、■一1一i
              ツコロクチペニガ側ツマペニガイ3

              .1一

              ウミギク類r

              ヤギ類ハナヤギmm

              オウギフトヤギmm

一448一



 種類I

 採取.方・法I
 水深m
 生・

死

 海シダ類

海星鰯

海胆類

ムラサキヒトデ

シ?ヒゲウニ

 ・潜水

生.

r
『

生一死

r
r
r

 目…

r

トIレッジ

生 死 生

備考

調査海域:押角  調査期間:44年1月へ3月

              取方法潜水トレッジ.備考

              水深肌生種類死A               5o.・4

              生死生死生死一生.死・生死

              §軟体動物

              腹足網スカシガ.イ科ミカヅキテ=/ガイ1
              スカシガイの二種1

              ニヅーキウズ科ヘソアキアシキエビス1

              キリガイ.タマレ.科.・キリガイダ÷シσト種1ア21
              ミミズガイ.科'ミミズガイの∵種1
              ウミニナ科ウ=ミニナの』種1

              フジツガイ科マツ力ワガイの一種1

              掘足網ツノガイ科ツ。ノガイの一種、.一■。               ≡一631I

              斧足網フネガイ科イトココシロガィ'21I
              エガイの一種16

              サ・ンゴエカIイ1乞

              ワシノハ.の一種1一

              ハコ.ロー毛1

              イタヤガイ.科ヒメヒオウギ勧2
              !リ手ウキュウヒオウギ12

              ・ヒオウギの.一種一く一6;
              ウミギ;ク科メンガイの二種一1'2
              ミノガイ科ハネガイ2

              ツキガイ科ウーミア:サ119

              ザルガ.イ科トリガイの」'種163
              ザルガイの一種5

              1キクザ九6一

              マルそダ吋イー科スダレガイの÷種8
              .サ.ラサガイ1

              カ!コアサリ95

              カガミカイ.の一種2
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             採取・方法簿二一一1,こ死叩,一ジ=・・一.備.・・一一考
             水深肌.・,一。'

             生種.類.、=.死宰.宛生'死生死生死生死
             アイガイ・弾一プシカイのL種1一
             手ツコウガイ料・ハ!ツヒザグラ1

             .アミメザクラ2

             .如Pク搾ガイ科・ツマ嶋ガイの一種7

             シャクシガイ科シャクシガイのr種1

             不.明..種9

             海I胆!響ブンプク0⊇一種s

調査海域:久慈湾  調査期間:44年1月～3月

              取方法潜.祁ト'レッジ備考

              水深m.生・種=1i類≡.'死一5～2055～650～6              生死宰葬生死.隼死生麺。
              §軟・一社動!物.∵・

              腹足綱スカツカーイ科スソキレの一種1

              ツ・タノハガイ弔ム↓ロカイ詞ツタ〃・カイの一種1・三3              キイヨウバイ1

              キリガイダマ㌢、科キリガイクマシの踵3.
              カljゲガザー科アワフ.ネ11
              スイツヨウガイ・科マガキガイ2o

              ウストソボ1

              タカラガイ.科タカラガイの一種1
              ウミウ茸ギ科≡マツワリ如ラσト種1

              1!:

              ,

              捧足綱フ.ネガ、グ科.イド当コシロガイ.1              一1

              …!エガ1イの一種3
              ワシ/ハの一種2

              ハコ回モ1

              タマキガイ科ビロウウチワガイ11、一

              イ.ガイ.科・クシャクガイ1I、そ
              ホ:トトキス1のア睡4,

              イタヤガイ科リュウキュウオ如鋤i「,・3
              ウ:㍉ギミク科ショウジ…1ウガイ1
              ミノ当1イ科オオユキバネガイしI、1・

              ハ1ネ.ガイ÷・31

              ツキガーイ科ウーミアサ.の一種。12

              ザルガイ.葎トリガイのr種12
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              採取方法潜・.水ドーレヅジ備考

              水深.椛生種一類.、一;。1一.。.・.二死生死生死生宛生死生死
              妙ラチコトリイガイ22・

              ヒシガイ。」一種1

              マルスダレガイ細カノコアサリ1
              サラサガイ3

              アケガイ幼1ア1

              アシガイ科ナシガイ0j一種2

              アゲマキの一種1

              ニツコウガイ科ベニガイ0リー種1

              ハッヒザクラ11

              サクラガイω一種1

              ヒラザクラの一種1

              マテガイ科ミソカイの一種1
              棘皮動物

              ブンブクの一種

 調査海域:手安沖（ケーブル附近）  調査期間:44年1月、3月

              採取方法潜水ドレツジー備考
              水深m

              生種類・死10別罰               生死生死生死生死生死

              §軟体動物

              腹足綱カリバガサ科アワブネ1

              斧足綱フネガイ科辛ガイの一種1
              ミミエガイ1

              タマキガイ料ヤスリメタマキガィ1
              イガイ科イガイの一種1

              シ平ク7オiリ科iウ考イ手々イー科ク回シユミセン≡4              マベ3一.2.

              イ多キガ14科、ナデシ→の一種1
              1エユウキ干ウヒオウギ司

              ミ!クイ…1科.ミ・ノ,ガイ.2.j・琴:ll              =・い

              ミ;1               1

              ミノガイの一種1

              卜÷ヤガ小科ハナ1フ■ミガィ・一iイ
              ツキガイ.・ヨ=科ウ,ミ7≡サ'。'・jい'1
              キクザルガイ科キクザル0j㍗種42

              !

              ザルガイ科ヒシガイの一種・,1・.

              ザルガイ0リー種2
              一

              シiロクヲベニガイ科ツマベ三ガイ1
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              採取方法潜水'ドとツジ備考

              水深m生種1類死102030               生死生死生死生死生死

              ア'シ・.ガイ科アッガイの一種.1

              海シダ類『

              海星類ムラサキヒトデ1

              カワテフクロ11

              アカヒトデ・1.

              {

              ヤギ類1

調査海域;古仁屋沖  調査期間:44年1月、3月

              採取方法潜I水=ト'レッジI備考・

              水深肌生種類.死釦ム50              生死生一宛生死生死生.死

              §軟体動物

              腹足綱ミミズガイ科.ミーミズーガイ2

              ヒメカタベガイ科ス,Iキヒメカタベ1

              カタベガイ科1ソ!ワケカター'ぺ1

              キリガィダマシ科キ切イターマシ阯謹1
              カリバガサガイ科アワプネの一種11

              タカラガイ料タカラガイσト種1

              フデガイ科ハマヅトの一一種1
              ス・カシガイ科テンガ'イ1

              斧足綱フネガイ科イト=iコシ回ガイ2
              ワシノハの÷種14

              1;

              ;エガイの一種8.34
              ζメヒオウ糊⊇一種2

              タマキガイ科ヤスリメタマキガイ19

              ビロウウチワガイ1

              ッユモクァオリガイ科カキ死殻.I種不明12

              イタヤガイ。'科ヒオウギの一種3

              ナデシヨの一種6

              リュウキュウヒオウギ51

              ヒオウギI1

              フ:ネガイ科ワツノハの一種4
              イト・]コシロガイ1

一4-5皇一一



 種・類一

 水深m
生

死

 ミノガイ科

 トマヤガイ、科
 ツキガイ科.
 ザルガイ科。

 マルスダレガイ科

 バカガイ科

 アシガイ・科
 ウミニナ科

 シコロクチベニガイ科

 マテガイ科

 ダカラガイー科

 マクラガイ=科

 フデカイ科

 タケノコ力イ科

オオユキバネガイ

ハネガイ

ミ.ノガイ

オオユキミノガイ

 ミノガイの一種

ハナフミガイ・・

ウミ・アサ

ーカワラガイ

キヌザ.ルカ・イ

 1ヒシガイσ」一種婁

 ミ缶.ラ.サガイ
 三タカサコスダレ

ーカ!ノコァヲナリ

 ース年レガイの一種
'アシジラオガイ

ア.リンガイ

 アシガイの一種

 ウミニナの一種

・ツマヘーニガイ

 マテガイの一種

 ミゾガイの一種

 タカラガイの一種

すツキビナ
 ハマットの一科

ミノムシガイー

 タケノiガイ0卜種一
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生 死一
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調蒼海域:渡連  調査期問:44年1.月へ一3月
              暗..。'採取方法憎一水ト'レッジ備考,

              水1・深眼'.生種類.'死020あ3340              生死生一死生死一生死生死

              再・'.§軟体''動物
              腹足綱ニシギラネ科とシキウズ1

              カリバガサ当イ科了ワ1フネ1

              ア.ツキガ'イ科テングガイ21
              スイフガイ科コメツブカイの一種11

              掘足綱ツノ.ガ,=イ科ミズイ回ツノガイ11
              1ツ!ガイの一種一1

              葎足綱フ=ネガイ科ウシノハの一種る
              土・ガイ'1

              タ.マキガーイ科ヤスリメタマキガイ21

              シ。ユ手ク力イ科クロジュミセ.ン・11

              '.

              ウIグイスガイ科クロチ1ヨウガイ1

              イ1タ・ヤ々魯ヒメヒオウギ・1
              1一1ヒメーヒオウギの一種1

              ウ1ミーギク科1ミズイリショウ泊捌一1
              ミ1ノーガイ科'ウスユキミノ2

              'ウス申ノガイ1

              !

              イータボガキ熱.クbヘリ布キ1;1I
              フタ・》抄イ科マノゲツツオガマ一11
              ツキガ・イ科ウメノナ、ナ・ガイ
              ザルガ;イ科トリガーイ0.1」種3

              マタ'ラチコトリガイ121

              ヒシガイの一種1

              一ザルガイの一種2

              マルスタ'レガイ科カ/コアサリ1

              サラサガイ23

              耳

              アケガイ1

              カガミガイの一種1

              アシカイ科キヌタアゲ司キ鋤脚

              7テガイの一種1

              ニツコウガイ科サメノソIメノデガィ

              マテガイ科マシガイの一種

              リユウキユウマテ

              ミゾガイの一種1

              シヤコガイ科シヤコガイ1

一454'



             藩.0一水ド1ノツジー1一備考             採1取方法・・…・一・I-I一水一深。一生種一1・類三・ぺ生死生死生死生死生死
             石サソフ類『

             3

             ヤギ類r,「
             海綿類r

             海星類青ヒトデ一..「

             !

調査海域:俵小島  調査期間:44年1月、3月

              採取方法潜水トΨツジ備考

              水深肌生種類死釦65               生死生死生死生舜宝死
              §軟体動物

              腹足綱スカシガ.イ.科シロス!カケガイ.1
              テ!ガイ1

              別バガサガイ科アワフニネξ3

              サク回ガイ科ン≡ラタマ1

              .タモトガイ科フトコロカイ1

              クタ.マキガイ科コトツブの一種1

              斧足綱フネガイ・科サンゴェガイ3

              一三ガイの一種13

              ワシノハの一種2

              クマキガイ科Iヤスリーメタマキガイ12

              イガイ科ツヤカ.ラスガイ1

              ツユモクガイ科・クロシ平.ミセ・ノ2

              イタヤガイ科リュウキ■ウオオギー2

              ナデシコの一種34

              ヒオウギの一.種6

              ミノガイ科'ウスユキミノガイ14≡
              ミノガイ2

              べ・ネガイ1..16
              オオユキバネガ・イ:4

              ミ1

              ツキガイーミ科.字1ミァミサミ1ア
              シiキ、カイー2

              ザル・ガイ科一†ヌザルガイ;1
              1、

              マグラテゴトリガイ、1

              カワラガイ、13
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              採取方法一!・潜水一ト'レッジ備考

              水深m生種..一類1・一一.・.・・死・・宰死.宰.死.生死生死圭死
              トリガイの一種1

              キクザルクイ科'マルスダレーガイ科キ≡ク.,噂.:ル4              ,

              カノコ・ブ1サ1リ33

              サ妻ヅガイ22
              Il

              カガミガイの1r種2
              ヨ旦iアゲガイ1(幼脚1

              アッガガミガイの一種1

              ワスレガイ0)一種1

              パー.{一カイ科アリソガ.イ2
              アシガイ科アシカイ0」一一種5

              ニッコウカイー科一一サクラ'ガ.イの」種13

              シ=iログチベニガイ科ツマベニガイア

              マテガイ・科ミゾガイの一種1

              マテガイの一樺・1
              ・1ぺ

              、ll

              海輸類シロボヤの一種『

              一石加/コ類r

              ヤギ類m一

調査海域:清水沖  調査期間:44年一1月～3月一

              採取方法潜水ドレツジ傭I考

              水深肌=生種類1・死'o2口3050              生死生死生死I生死.生死
              §軟体.動物.

              ;腹足綱
              カプラガイ料gテム物.ヤドリ11

              ミミズガイニ科ミミズカイの一種23

              リュウテ;!ガイ科リュウテ1/の一.種1

              ぺ11ウミ1二・ナ1糊.リュ中チーノ者ボウ.ミニ・ナ1               2

              オニノツノ.カイ科ヵニモリ15
              ケシガニモリ科≡ヵニモリの一種1

              タマ・ガーイ・科シロヘソァキト.ミガイ6

              アクキガイ科・=iカンゼキ2

              タマコガイ科タマゴ力イ1

一456一



              採取方法潜水ドレツジ備・一考

              水深肌生一種類死O2030釦               生死生死生死生死生一死

              タマゴガイの→踵2

              掘足綱

              ツノガイ科ツノカイの一種22

              斧足綱ブネガイ科エガイの一種3333

              ワシノハの一種12

              イトiコシロガイ1

              シユモクアオリガイ科クロツユミセン422%

              ウグイスガイ科マベ11

              イタヤガイ科種不明36

              ミノガイ科ミノガイの一種67

              オオユキパネガイ1

              ハネガイ2

              アクキガイ科テングガイ2

              トマヤガイ科ハナフミガイ1

              !キガイ科カプラツキガイ13
              種不明.幼貝2

              ザルガイ科トリガイの一種1

              マダラチゴトリガイ1

              キクザルガイ科キクザル1

              マルスタ'レカイ科力/コアサリ31

              サラサカィ1

              アテガイの幼貝1

              ニツコウカイ斜ニツ=1ウガィの一種1

              マテガイ科マテガイの・一種1

              タマゴガイ科タマゴガイの一種1

              海藻類緑藻類oミツデサボテyグサrc
              ウチワサボテγグサ『c

              ミル類s

              その他『

              褐藻類向〕ウチワ類S
              サナダグサ『

              シワヤハズS

              モク類r

              ジガミグサm

              紅藻類(r一ジュズガラガラ!.
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              潜水ドレツジ備一考              採取方法水深m生種類.死生死生死生死生死生死
              ウミシダ頚ウミシダS

             蛇尾類クモヒトデs

              海星類s

              甲殻類小型短尾類S

              石切コ額m

.458一


